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去
る
令
和
元
年
９
月
25
日
か
ら
28
日
ま
で

の
４
日
間
に
わ
た
っ
て
、
島
根
県
仁
多
郡
奥

出
雲
町
大
字
大
呂
に
あ
る
本
協
会
施
設
の

「
日
刀
保
日
本
刀
鍛
錬
道
場
」
に
お
い
て
、

標
記
研
修
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
若
手
刀
匠
を
中
心
と
し

た
作
刀
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
、
昭
和
58
年
よ
り
開
設
さ
れ
、
今
年
で

37
回
目
と
な
り
ま
す
。
本
研
修
会
は
１
年
目

を
「
鍛
錬
」、
２
年
目
を
「
素
延
・
火
造
」

そ
し
て
最
後
の
３
年
目
に
「
焼
入
れ
」
を
行

い
、
３
カ
年
を
も
っ
て
修
了
と
す
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
組
み
、
こ
の
三
工
程
を
全
て
お
え

る
と
、
研
修
修
了
と
な
り
ま
す
。

本
年
の
研
修
は
、
第
14
期
の
１
年
目
に
あ

た
り
、「
鍛
錬
」
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、
近
年
の
サ
ブ
テ
ー
マ

で
あ
る
「
各
種
玉
鋼
の
効
果
的
使
用
法
」
の

研
修
も
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
の
講
師
及
び
研
修
生
は
次
の
通
り

で
す
（
講
師
以
外
は
五
十
音
順
、
氏
名
の
括

弧
内
は
刀
匠
名
）。
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司
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研
修
生　

島
根　
　

古
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直
樹
（
照
人
）
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叉
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叉
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義
基
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雅
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宮
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杉
谷
斉
昭

　
　
　
　

宮
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冨
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正
）

　
　
　
　

奈
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藤
村
惠
當
（
寿
恵
）

　
　
　
　

宮
崎　
　

森
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千
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広
島

　
　
　
　
　

ジ
ョ
ハ
ン
・
ロ
イ
ト
ヴ
ィ
ラ
ー

研
修
の
初
日
は
９
時
よ
り
開
講
式
が
行
わ

れ
、
奥
出
雲
町
奥
原
徹
副
町
長
、
㈱
日
立
金

属
安
来
製
作
所
総
務
部
長
・
鳥
上
木
炭
銑
工

場
永
島
修
司
工
場
長
、
選
定
保
存
技
術
保
持

者
の
木
原
明
氏
ら
出
席
の
も
と
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

近
年
の
刀
剣
ブ
ー
ム
の
反
映
な
の
か
は
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
年
は
外
国
人
の

刀
匠
や
刀
匠
修
業
中
の
受
講
生
が
二
名
参
加

し
、
刀
剣
の
「
国
際
化
」
が
顕
著
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
受
講
生
の
参
加
に
触
発
さ

れ
、
他
の
受
講
生
も
大
変
熱
心
に
研
修
に
取

実
習
風
景

実
習
風
景

鍛
錬
風
景

た
た
ら
操
業
準
備

髙見國一講師
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り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

日
刀
保
た
た
ら
の
現
場
で
は
、
来
年
の
た

た
ら
操
業
準
備
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

日
刀
保
た
た
ら
に
隣
接
し
た
鍛
錬
道
場

で
、
毎
年
こ
の
時
期
に
研
修
会
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
た
た
ら
に
関
す
る
解
説
時

間
も
設
け
ま
し
た
。
解
説
は
三
浦
上
級
養
成

員
に
お
願
い
し
、
炭
焼
の
期
間
や
そ
の
際
の

方
法
な
ど
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

実
際
、
い
わ
ゆ
る
た
た
ら
製
鉄
と
し
て
認

識
さ
れ
る
よ
う
な
、
年
に
３
週
間
行
わ
れ
る

砂
鉄
・
木
炭
を
炉
に
装
入
し
て
鉄
を
作
る
過

程
は
、「
狭
い
意
味
で
の
た
た
ら
操
業
」で
す
。

し
か
し
、
こ
の
３
週
間
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
向

け
て
、ほ
ぼ
通
年
の
準
備
期
間
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
ま
さ
に
「
広
い
意
味
で
の
た
た
ら
操

業
」
で
す
。

こ
の
広
い
意
味
で
の
た
た
ら
操
業
で
は
、

炭
焼
や
砂
鉄
採
取
な
ど
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
し

て
、
冬
の
本
操
業
に
備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
準
備
が
あ
っ
て
こ
そ
の
た
た
ら

操
業
と
な
る
こ
と
を
研
修
生
は
実
感
し
た
よ

う
で
す
。
刀
剣
の
原
点
は
「
た
た
ら
」
で
あ

る
、
そ
の
こ
と
を
現
場
で
実
感
で
き
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

本
年
の
研
修
会
は
、
講
師
と
研
修
生
の
距

離
感
が
例
年
以
上
に
近
く
、
非
常
に
良
い
意

味
で
の
家
族
的
雰
囲
気
の
な
か
で
進
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

本
研
修
会
も
ま
も
な
く
40
周
年
を
迎
え
ま

す
。
講
師
も
こ
の
研
修
会
修
了
者
が
そ
の
席

を
占
め
る
こ
と
と
な
り
、
研
修
会
出
身
者
に

と
っ
て
も
大
き
な
励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
定
着
し
た
少
数
精
鋭
の
こ
の

場
で
多
く
を
学
び
、
様
々
な
知
識
を
得
、
確

実
な
技
倆
向
上
を
果
た
し
て
い
る
受
講
生
も

多
々
見
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
同
様
な
方
針
の

下
、
短
期
集
中
の
な
か
で
研
鑽
を
積
む
研
修

会
を
維
持
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
終
日
に
は
、
閉
講
式
に
先
立
ち
、
毎
年

恒
例
の
玉
鋼
選
別
実
習
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
講
生
は
、
玉
鋼
を
作
る
現
場
と
そ
の
職
人

の
話
を
聞
き
、
刀
工
と
し
て
の
責
任
を
実
感

す
る
場
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

閉
講
式
で
は
、
木
原
明
氏
の
挨
拶
と
久
保

講
師
の
講
評
を
い
た
だ
き
、
そ
し
て
受
講
生

全
員
に
、
髙
見
講
師
か
ら
修
了
証
書
が
手
交

さ
れ
ま
し
た
。

来
年
の
再
会
と
今
後
の
飛
躍
を
祈
念
し�

て
、
金
屋
子
神
に
参
拝
し
、
解
散
と
な
り
ま

し
た
。

�
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式
　
久
保
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師


